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0.  月例給与処理の流れ 

.

・・・　　毎月の作業ではありません。初回操作時、変更時の作業です。

(※)データIN日　・・・　DCSに本処理データを送信していただく日のこと。
 具体的なスケジュールは、PROSRVお客様サイトに掲載の年間スケジュール表にてご確認ください

　　（PROSRVお客様サイト＞ユーザメニュー＞処理スケジュール＞給与計算年間スケジュール）

　　　　　　　　　　　　 スケジュール変更等は、給与チームまでご連絡ください。
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4. 『給与』メニュー（給与情報入力手順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1. 支給日登録等 

4.1.1. 支給日登録 

１）支給日登録の新規登録 

 『給与計算』 ⇒ 『給与』「支給日登録」 

月例の給与計算を開始するために、支給日に関する基本情報を登録し、人事情報から必要な

情報を連携する処理です。 

※ 支給日登録は必ず対象処理の入力作業を始める前に行ってください。 

 

支給日登録一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「追加」ボタンを押下して、支給日情報を追加します。 

ボタンを押下すると支給日登録画面に遷移します。  

4.2.

. 

4.3.

. 

4.1.

. 

4.4. 

4.6. 4.8. 

4.5. 4.7. 

① 
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支給日登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 今回処理する給与の支給日に関する情報を登録します。 

・支給年月日/支給対象年月 → カレンダーの支給日を入力してください。（実際の支給日） 

例：2013/05/20、2013/05 

・現金支給区分    → その月の支給対象者全員を現金支給にできます。台帳や明細書 

等は作成されますが、振込データは作成しません。 

・同時年末調整区分 → 年の最後の支給処理にてチェックをつけます。1 ヶ月分の所得税 

計算ではなく、年税額算出ができるようになります。 

（「単独年末調整」を契約されている場合は、チェック不要） 

・再処理区分     → 再処理（有償）を行う際は、データ訂正時にチェックが必要です。 

 

③ 事前に弊社と取り決めがあるお客様は、必要に応じて入力してください。 

④ 登録した人事情報を給与処理に引継ぐ際の基準日が確認の為に表示されています。 

⑤ 入力が完了したら「更新」ボタンを押下します。更新が完了すると、支給日登録一覧画面

に戻ります。 

  

② 

③ 

④ 

⑤ 
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２）支給日情報の変更 

 

支給日登録一覧画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 登録した支給日情報の内容が誤っていた場合は、「編集」ボタンを押下し、支給日登録画

面に遷移して情報を修正してください。（手順 4.1.1②参照） 

 

⑦ 支給日登録の変更を行った場合や、人事情報の追加・変更を行った場合は「人事連携」

ボタンを押下してください。給与対象者データを再作成します。 

 

※人事連携を実施しなかった場合、人事情報で新規登録・変更した社員情報の内容が反映

されませんので、必ず実施してください。 

 

 

※ 『人事管理』のトップページ画面にて、最新の人事連携実施日時を確認できます。 

 

 

  

⑥ ⑦ 
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３）支給日の削除 

 

支給日登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 登録した支給日情報を削除する場合は「編集」ボタンから支給日登録画面に遷移し、削除

ボタンを押下してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 支給日の変更と削除の違い 

支給日情報を削除した場合は、それに関連する給与情報の登録内容は全て削除されます。 

給与情報の入力を始めからやり直したい場合は、支給日情報を削除して、再度支給日登録を行ってください。 

入力した給与情報を残したまま、支給日やコントロール項目の変更、人事情報の変更を行う際は、支給日の削

除は行わず、支給日情報の変更を行ってください。 

ただし、次頁の一律コメント情報は、支給日情報の変更の場合でも「削除」してからの再入力が必要です。 

⑧ 
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4.1.2. 一律コメント情報入力 

・ 給与処理対象者全員の明細に、同じコメントが印字可能です。 

・ コメントは入力月のみ明細に出力されます。 

・ 1行あたり全角３９文字入力が可能です。 

 

 

 

                       

                       

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支給日を「選択」します。 

 

データを入力し、更新します。 

データは全角のみの登録となりますので、数字も全角で登録してください。 
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4.1.3. 特徴義務者登録入力 

地方税納入サービスをご利用いただいているお客様は、特徴義務者指定番号の登録が 

必要です。初めて納付する市区町村が発生した場合は、必ず登録してください。 

一度登録したデータは、次月以降も引き継がれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地方税コード」を選択し、「追加」を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

データを入力し、更新します。 

 

 ※『人事管理』⇒『届出管理』「住民税管理」の「税額通知情報」をご利用の場合、人事連携にて 

  特徴義務者指定番号が連携されるため、当画面での更新は不要です。 

  特徴義務者指定番号に変更がある場合は、「税額通知情報」画面で変更してください。 

   →詳細は『住民税管理機能手引書』、『PROSRV on Cloud 操作講習会資料 1-3』を参照  
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4.2. 給与情報入力 

4.2.1. 個人別入力・属性 

支給日登録が完了した給与情報を入力します。まず個人別入力・属性エリアから入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「個人別入力・属性」内にある入力項目は、外部取込にてデータ入力が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人別入力・属性エリアのリンクを押下すると、支給日選択画面に遷移します。 

入力を行いたい支給日を選択すると、メニューで選択した画面に遷移します。 

  



 

11 

 

 

1) 給与基本情報 

まずは該当社員を「検索」ボタンより選択のうえ、入力画面に表示します。 

① 前回処理結果データです。 ※基本前月の給与処理結果が表示されます。 

② 今月処理対象入力エリアです。前月より変更がある場合は修正してください。 

③ 入力が完了したら「更新」ボタンを押下してください。 

 

＜主な入力項目＞ 

・ 月日給区分 

給与の支払形態について、該当するコードを登録します。 

人事情報として管理、もしくは計算上判断基準として利用できます。 

・ 雇用形態 

社員の雇用契約について、該当するコードを登録します。 

人事情報として管理、もしくは計算上判断基準として利用できます。 

（「税務署提出者リスト」「法定調書合計票（転記用）」の「役員」の判断に使用） 

・ 税表区分 （新規登録時、入力必須項目） 

所得税の計算方法について、該当するコードを登録します。   

① 前月処理結果 ② 今月入力エリア 

 

③ 
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・ 税率指定 

税表や課税対象額の金額に関係なく、一律課税を行う場合に使用します。 

・ 寡婦・寡夫/ 勤労学生 

社員本人が寡婦もしくは寡夫に該当する場合、登録してください。 

・ 市区町村（徴収）  

地方税を納付する市区町村の市区町村コードを登録します。 

地方税納付データを作成する場合は必須入力項目となります。 

・ 市区町村（現在） 

現在、住民票に記載している住所の市区町村コードを登録します。 

年末調整処理時に「給与支払報告書」の出力順、「給与支払報告書（総括表）」の

人数集計の判断条件として使用しますので、住民票を異動した場合は必ず当項目

の変更を行ってください。 

給与支払報告書データを eLTAX にて各市区町村へ提出する場合、当項目の登録

が必須となります。（非居住者など eLTAX データ提出不要者「999999」を登録） 

       地方税年度更新の処理月に市区町村（現在）から市区町村（徴収）への 

     自動付け替えは行いません。 

・ 健康保険徴収区分 

健康保険の徴収有無および徴収の自動判断を行うかどうかを登録します。 

・ 介護保険徴収区分 

介護保険の徴収有無および徴収の自動判断を行うかどうかを登録します。 

・ 厚生年金徴収区分 

厚生年金徴収の有無、及び年齢による自動徴収を行うかどうかを登録します。 

・ 雇用保険徴収区分 

雇用保険徴収の有無および計算料率を登録します。 

高齢者免除制度の廃止に伴い、「１加入者（一般）【旧：高齢者免除あり】」と「２

加入者（一般）【旧：無条件徴収】」はどちらを選んでも同じになります。 

・ 労災保険徴収区分 

労災保険の適用・非適用を登録します。 

・ 士業区分 

     従業員が給与としての支払を受けている士業者（弁護士・司法書士・税理士な

ど）の場合、「１：対象」を登録してください。「１：対象」の場合は、課税対

象額累計が２５０万超のとき、税務署提出者と判断します。 

・ 所得金額調整控除区分 

     「家族情報」（『人事メニュー』にて家族情報を登録している場合は、「０：自動 

判定」（初期値）を登録してください。 

（他社人事システムで家族情報を管理している場合などに登録が必要） 

※ 登録されているデータを削除したい場合は、各項目の「クリア」にチェックしてください。 

※ 他の入力項目や詳細については『給与計算手引書』をご参照ください。 
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2) 振込口座情報 

給与等の支払について銀行振込を利用される場合に登録してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

振込口座は給与用に３口座、賞与用に３口座、合計６口座まで登録が可能です。 

 

振込口座が１口座のみの場合には、必ず給与口座１に登録してください。 

振込口座の優先順位は、口座３、口座２、口座１の順で希望額を振り分けていきます。 

賞与の振込先情報が給与と同一の場合は賞与口座１の支給区分は「0 未使用」を登録  

してください。（初期値は「0」です） 

賞与処理の際は給与口座１～３の内容が反映されます。 

振込口座が同一でも、希望額が給与と異なる場合は、賞与口座にも登録が必要です。 

 

新規登録時、給与口座１は入力必須項目です。 

振込口座を使用しない場合は、給与口座１の支給区分を「3 全額現金」で登録してください。 

前月処理結果 

今月入力エリア 
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3) 制御情報 

社員の属性等、退職、処理制御に必要な情報を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①退職制御について 

   『人事』メニュー「人事基本情報」の「退職連携開始年月日」、「退職年月日」を入力のうえ、 

   「人事連携」がされている場合に、チェックを付けると使用できます。 
 
・ 退職即支給停止  退職年月日を引き継いだ月より、支給控除を止めることが可能です。 
・ 退職後支給     すでに退職処理を行った社員について、支給控除が可能です。 
・ 退職源泉再出力  退職源泉を再出力することが可能です。 
 

②固定クリアについて 

この欄をチェックするとお客様が登録した固定画面の金額（項目番号：001～150）、および
業務共通画面の健保月額、厚年月額、住民税（初月）、住民税（例月）（項目番号：501～
504）の今回支給欄に「０」を設定します。（給与処理時のみチェックできます。） 

当欄をチェックする前に登録した金額も０円に書き換えられますのでご注意ください。 

また、『人事管理』⇒『届出管理』の住民税管理を利用している場合、人事連携の都度、 
住民税管理の金額が連携されます。住民税管理の金額も変更してください。 
 
＜参考＞PROSRV on Cloud操作講習会資料 1-3 

 3.3.2.3.住民税の徴収を止める場合  

① 

② 
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【退職登録例１】  ３月末日退職。 

                ３月給与が最後の支払いと３月給与処理時に分かっているケース。 

退職登録をする月    ・・・   ３月給与 （最後の給与支給月）  

登録すべき項目     ・・・   「退職年月日」（実際の退職日） 

                     「退職連携開始年月日」 （退職処理をする３月給与へ連携） 

 『人事管理』⇒『人事』「人事基本情報」 

 

 

 

 

 

 

 

 『給与計算』⇒『給与』「支給日登録」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『給与計算』⇒『給与』「制御情報」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ ４月以降の給与が自動的にストップします。 

１～３月までの 

累計で作成 

退職源泉 給与明細 

２０１８年３月 

2018/02 

2018/03 2018/03/20

2018/02/20
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【退職登録例２】 ３月末日退職。 

               ４月に残業代のみ支払うケース（基礎額は前月とする）。 

退職登録をする月    ・・・   ４月給与 （最後の給与支給月）  

登録すべき項目     ・・・   「退職年月日」（実際の退職日） 

                     「退職連携開始年月日」 （退職処理をする４月給与へ連携） 

                     「固定クリア」にチェック（固定金額が０円となる） 

 『人事管理』⇒『人事』「人事基本情報」 

 

 

 

 

 

 

 

 『給与計算』⇒『給与』「支給日登録」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『給与計算』⇒『給与』「制御情報」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 5月以降の給与が自動的にストップします。 

2018/03 

2018/04 2018/04/20

2018/03/20

退職源泉 給与明細 

２０１８年４月 １～４月までの 

累計で作成 
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【退職登録例 3】 ３月末日退職。 

           ３月給与時で退職登録が間に合わず、4月給与時退職登録をする場合。 

退職登録をする月    ・・・   ４月給与 （最後の給与支給月の翌月）  

登録すべき項目     ・・・   「退職年月日」（実際の退職日） 

                     「退職連携開始年月日」 （退職処理をする４月給与へ連携） 

                     「退職即支給停止」にチェック（４月給与は支給なし） 

『人事管理』⇒『人事』「人事基本情報」 

 

 

 

 

 

 

 

 『給与計算』⇒『給与』「支給日登録」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『給与計算』⇒『給与』「制御情報」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 4月以降の給与が自動的にストップします。 

2018/03 

2018/04 2018/04/20

2018/03/20

退職源泉 １～３月までの 

累計で作成 
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【復職登録例】 過去の退職者を同じ社員番号で復職させる。 

登録をする月       ・・・   復職月  

登録すべき項目     ・・・   「退職年月日」、「退職連携開始年月日」 をブランク（削除）  

                       「退職後支給」にチェック 

 『人事管理』⇒『人事』「人事基本情報」 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 退職履歴は残りませんので、必要があれば「備考」などに入力してください。 

 

  『給与計算』⇒『給与』「支給日登録」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『給与計算』⇒『給与』「制御情報」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 復職月以降は、他の在職の社員と同様の扱いになり、給与明細書も作成されます。 

給与明細 

２０１８年 6 月 
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4) フリーコード情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ この画面の各項目はお客様が独自にご利用いただける項目です。 

上記項目については計算上判断基準とすることも可能です。 

登録されているデータを削除したい場合は、各項目の「クリア」にチェックしてください。 
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5) 年末調整情報 

年末調整を行うために必要な情報を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 災害者  →該当の場合、登録します。源泉徴収票の「災害者」欄に反映します。 

・ 外国人  →該当の場合、登録します。源泉徴収票の「外国人」欄に反映します。 

・ 年調区分  →年末調整対象者の指示を行う区分です。 

入力値は当月のみ有効で、次月に継続されません。 

→年の途中で年末調整を行う社員は「2 年調指示」を登録してください。 

・ 死亡年月日 →死亡退職の場合登録し、源泉徴収票の「死亡退職」欄に反映します。 

・ 普通徴収希望 →普通徴収を希望する場合登録し、給与支払報告書の摘要欄に 

「普通徴収希望」と理由が表示されます。 

・ 摘要欄１、摘要欄２→ 

退職時、年末調整時の源泉徴収票における摘要欄に表示する内容(前職情報等)を

登録します。全角文字で１行あたり３５文字まで登録可能です。 

     上段には、『人事』メニューより引き継いだ内容が表示され、源泉徴収票に印字

されます。訂正が必要であれば、下段に入力してください。 

下段の内容を優先し、源泉徴収票に印字します。下段への入力値は当月のみ有

効で、次月には継続されません。 

※ 登録されているデータを削除したい場合は、各項目の「クリア」にチェックしてください。 

※ 非年調者は、登録があっても印字できません。（印字するように変更も可能〔有償〕） 
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6) 発令優先情報 

発令に関する情報を登録します。発令情報画面で登録した発令情報より、給与計算上優先さ

せる発令内容がある場合登録します。なお本画面で登録した発令内容は、該当支給日の処

理のみに有効です。『人事』メニューの発令内容を管理している場合、翌月以降の処理ではそ

ちらが給与計算に使用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 登録されているデータを削除したい場合は、各項目の「クリア」にチェックしてください。 

※ 役職コードについて 

役職名称を登録すると、年末調整時に出力される源泉徴収票の役職欄に、登録した役職名

称が表示されます。 
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7) コメント情報 

社員毎の明細コメント欄に表示するコメントを登録します。 

１行あたり全角３９文字入力が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 明細書表示コメントについて 

コメントは以下の順で表示されます。 

    優先順位 

1. プログラムで設定したコメント 

2. 個人毎の入力画面で登録したコメント 

3. 一律コメント情報画面で登録した全社員共通コメント 

上記３種類の優先順位の高い順から１８行目まで表示されます。 

      プログラムで設定したコメントの有無に関わらず、入力は 1行目から行ってください。 

      間にブランク行があった場合でも、詰めて表示されます。 
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4.2.2. 個人別入力・金額 

個人別入力・金額を入力します。 

個人別入力・金額エリアのリンクを押下すると、個人別入力・属性と同様に支給日選択画面に

遷移します。 

※「個人別入力・金額」内にある入力項目は、外部取込にてデータ入力が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「固定金額」「変動金額」「勤怠」を画面からデータ登録する場合は、事前に「入力画面設計」 

（次頁参照）をする必要があります。 

 

 

 

  

2)～5) 

1) 
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1) 入力画面設計 

固定金額・変動金額・勤怠データを入力する画面に表示する項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「入力画面設計一覧」画面を開き、設定を新たに追加する場合は、画面左下の「追加」ボ

タンを押下し、変更する場合は「編集」ボタンを押下してください。 

 

※ 「固定金額」「変動金額」「勤怠」、それぞれ入力画面設計が必要です。 

  

 

① 

① 
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② 「入力画面設計登録」画面が表示されたら、「種別」を選択してください。固定金額、変動

金額、勤怠の内、どの入力画面の設計をするかの選択になります。 

③ 定義 ID(001～999)、定義名を入力してください。 

また、カテゴリを設定することで、入力画面の入力欄をカテゴリ別に表示することが可能で

す。 

※カテゴリは「名称マスタ」画面にて、マスタデータを登録した場合、選択可能となります。 

④ 項目一覧には、②で選択した種別に属する項目が表示されます。その中から必要となる

項目を選択し、 を押下してください。選択した項目が画面設計項目欄に表示されます。

画面設計項目欄から削除したい場合は、画面設計項目内の項目を選択し、 を押下し

てください。また、 、 、 、 を押下することで、選択した項目の表示順を上下に

移動させることが可能です。 

⑤ 必要な項目の入力が完了したら、「更新」ボタンを押下してください。更新が完了したら、

「入力画面設計一覧」画面が表示されますので、一覧に登録内容が反映されていることを

確認してください。 

 

  

② 
③ 

④ 

⑤ 
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2) 固定金額 

固定金額とは、毎月一定の金額を支給もしくは控除する項目の登録欄です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 個人別入力・属性と同様に、まず社員検索を行い、対象者を選択します。 

② 入力画面設計で作成した定義 IDを選択します。選択すると「カテゴリ名」の 

エリアに定義 IDに登録された金額項目が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定義 IDプルダウンにて定義 IDを選択すると、上部の画面に変わります。 

前月支給から変更する場合のみ今回支給欄に金額値を入力してください。 

入力が完了したら、画面下部の「更新」ボタンを押下してください。 

 

※ 金額値を削除する（支給、控除を止めたい）場合は、値を「0」にして更新してください。 

ブランクで更新すると、前月支給と変更なしとみなされてしまうので注意してください。 

① 

② 
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3) 変動金額、勤怠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変動項目とは、毎月支給額もしくは控除額が変動する項目の登録欄です。 

登録した支給日のみ支給、控除されます。 

 

勤怠項目とは、勤怠に関する項目の入力欄です。弊社との取り決めにより小数の登録が可能

です。 

 

固定金額と同様に社員検索にて、社員を選択し、定義 ID プルダウンより定義 ID を選択すると

上記の画面になります。 
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4) 変動指定 

あらかじめ弊社で使用方法や計算方法などを設定してある変動金額項目の登録画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

・累計額調整欄 

「（521）総支給額累計・調整 （522）課税対象額累計・調整 （523）社会保険累計調整 

 （524）所得税累計・調整」 

加減算で調整したい金額を登録してください。 

「（521）総支給額累計・調整」は、年末調整時の課税対象額には加算されません。 

「(522)課税対象額累計・調整」は、総支給額より非課税額を差し引いた社会保険控除前の

金額です。新規で PROSRV をご導入いただくお客様は、１月から本番移行前までの累計金

額を登録していただく必要があります。 

・金額調整欄 

「（531）健康保険・調整 ～ （544）労災保険・調整」  

保険料等の調整をする場合に、加減算方式で調整したい金額を登録してください。 

こちらに登録した金額を再度「（523）社会保険累計調整」に登録する必要はありません。 

・標準賞与額の累計調整 

「（545）標準賞与計健保・調整 （546）標準賞与計厚年・調整」 

DCSの給与計算処理以外で支給した賞与がある場合の標準賞与額調整欄です。 

新規で PROSRVをご導入いただくお客様は、４月以降～PROSRV移行までに支払った賞与

の標準賞与額を「（545）標準賞与計健保・調整」に登録してください。 
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5) 業務共通 

  あらかじめ弊社で使用方法や計算方法などを設定してある固定金額項目の登録画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・月額欄 

「(501) 健保月額 (502) 厚年月額」（千円単位） 

     各社員の標準報酬月額をご入力ください。入力された月額より、各保険料が算出されます。 

・住民税欄 

   「(503) 住民税・初月 (504) 住民税・例月」 

     ６月の給与データ入力時に、ともに入力が可能です。初月(503)は６月給与、例月(504)は７

月以降の給与で控除します。なお、初月(503)は６月給与時のみ入力が可能です。 

    （ご契約によっては、6月/7月⇒7月/8月となります。） 

   ※『人事管理』⇒『届出管理』「住民税管理」をご利用の場合は、人事連携にて該当月の 

税額が連携されるため、業務共通からの入力は不要です。 

     →詳細は『住民税管理機能手引書』、『PROSRV on Cloud 操作講習会資料 1-3』を参照 

・中途入社各累計欄 

「（508）中途入社課税累計 （509）中途入社社保累計 （510）中途入社税金累計」 

  中途入社した社員の、前職の退職源泉に記載されている各金額をご入力ください。 

年調時に、源泉徴収票の摘要欄に「支払ＸＸＸＸＸＸＸＸ社保ＸＸＸＸＸＸ源泉ＸＸＸＸＸＸを

含む」と表示されます。 

年末調整時に DCSにて処理した課税対象額等と合算され、源泉所得税の算出を行います。

「変動指定」画面の各累計項目「（521）～（524）」に、重ねて入力を行う必要はありません。 

※ 年調処理時に入力値を参照するため、中途入社した社員が年の途中で退職する場合、こ

の欄に入力があってもＤＣＳで累積された課税対象額等と合算されません。   
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4.3. 外部取込 

各入力項目は、「外部取込」の操作により、データを一括取込することが可能です。 

 

『人事管理』⇒『人事』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『給与計算』⇒『給与』 

 

 

 

 

  

 
『給与』メニューにて入力する 

項目の 10 番目 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９

１０ 

１１ 

１２ 
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4.3.1.  外部取込事前準備 

1) 外部取込ファイル作成 

取込ファイルの雛形は PROSRV お客様サイト「各種ドキュメント」-「PROSRV on Cloud」

-「書式・ファイル集」-「外部取り込みファイル」よりダウンロードが可能です。 

ダウンロードしたエクセルにデータを入力し、外部取込を行う。 

・「給与系」･･･『給与メニュー』のデータを外部取込したいとき 

・「人事系」･･･『人事メニュー』のデータを外部取込したいとき 

 

                                ↓ 

 

「勤怠」データを外部取込したい場合、「勤怠情報」PAY010_Kintai.xlsをダウンロードしま

す。 

10番目→PAY010_Kintai.xls 
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「勤怠情報」PAY010_Kintai.xls外部取込レイアウトイメージ 

 

① 「お客様番号」をお客様の番号に変更します。 

② 「必須」に『▲』が入っている項目について、入力は任意です。入力がある場合は、今入力中の

処理に対して、取込ファイルが正しいファイルかのチェックを行います。 

③ 取り込みたい項目に該当するセルに入力をします。「必須」に『●』が入っている項目は必ず入

力してください。 

※不要な項目（入力しない項目）は、雛型から列を削除していただいても取込可能です。 

※ヘッダーレコードより上段は、コメント行が残った状態でも取込み可能です。 

※一部項目は弊社が採番したコード値の中から選択して入力していただく必要があります。 

その場合、該当項目の「説明」にマウスをあわせていただくと、コード値がコメントとして表示

されますので、その中から選択して入力してください。 

＜作成データ例＞ 
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2)取込ファイル設定 

外部取込を行う際の設定を登録します。 

『人事管理』⇒『人事』「取込ファイル設定」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『給与計算』⇒『給与』「取込ファイル設定」 
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①「取込ファイル設定一覧」画面を開き、設定を新たに追加する場合は、画面左下の「追加」ボタ 

ンを押下し、変更する場合は「編集」ボタンを押下してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「取込ファイル設定登録」画面が表示されたら、「取込レイアウト」リストから、取込を行いたいデー

タの種別を選択し、その他必要な項目に入力をしてください。 

「エクセルシート名」は、指定がない限り１シート目（1番左のシート）が読み込まれます。 

③必要な項目の入力が完了したら、「更新」ボタンを押下してください。 

更新が完了したら「取込ファイル設定一覧」画面が表示されますので、一覧に登録内容が反映さ

れていることを確認してください。 

※弊社ポータルサイトよりダウンロードした雛型ファイルを使用して取込を行う場合は、以下の設定

で登録をしてください。（初期値として設定されています） 

  

① 

① 

② 

③ 
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4.3.2.  外部取込 

1) ファイル取込指示 

「取込ファイル設定」画面で登録した設定情報をもとに、ファイルの取込を行います。 

 

『人事管理』⇒『人事』「ファイル取込指示」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『給与計算』⇒『給与』「ファイル取込指示」 
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① 画面上部の「参照」ボタンを押下し、取込を行うファイルを選択してください。 

② 表示されている定義一覧より、①で選択したファイルに該当する定義ＩＤを選択し、 

チェックボックスにチェックを入れてください。 

③ 画面左下にある「取込」ボタンを押下してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「取込」ボタンを押下後、外部取込状況一覧にデータが 1行追加されます。 

  

④ 

① 

② 

③ 
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⑤ ④の「ステータス」が『正常終了』となるまで、「再読込」ボタンを押下してください。 

「メッセージ」欄に、取込件数も表示されます。合わせて確認をしてください。 

なお、「エラーファイル/リスト」の欄に表示されるのは、取り込んだエクセルファイルです。 

 

＜補足＞ 

取り込みをしたときの設定が「全件削除追加」、または「ブランク反映」の場合は、バックアップファ

イルが作成されます。更新/削除された対象者の、取り込み前のデータを書き込んだ CSV ファイ

ルです。 

誤ったデータで取り込みをした場合等に、バックアップファイルを使用して取り込み前の状態に

復元することが可能です。 

 

 

 

 

 

  

取り込みファイルについて 

取り込みをするファイルの設定によっては、ファイルを正常に取り込めない場合あります。 

取込時は取り込みをするファイルに対し、以下の点をご確認ください。 

・取り込みをするファイル(Excel)のセルの形式が『文字列』になっていること。(ポータルサイトの

雛形ファイルは『文字列』の設定となっています。) 

・取り込みをするファイルにパスワードがかかっていないこと。 

・取り込みをするファイル(Excel)が、Excel 2003（*xls）以降の形式で作成されていること。 

⑤ 
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※ 取込ファイルの入力に誤りがあった場合、取込エラーとなり、「エラーリスト」が作成されます。 

その際は、「エラーリスト」に従い取込ファイルを修正後、再度取込処理を実行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「エラーリスト」の内容を確認のうえ、取込ファイルを修正、再度取込の操作をお願いいたします。 

 

 

＜エラーリスト例＞ 

エラーデータが含まれている行数、メッセージを確認のうえデータ修正をしてください。  

 

 

※  作成したチェックリストは、作成日を含め３日間ダウンロードが可能です。（土日を含む） 

※ ユーザ単位に作成されるため、他のユーザが作成したリストは参照できません。 
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4.4. チェックリスト出力 

 

『給与計算』⇒『給与』「チェックリスト出力」 
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入力、及び変更した人事情報・給与情報を確認するためのチェックリストを作成する画面です。 

チェックリストを作成し、登録データを確認後、修正する必要があれば、修正をおこなってください。 

  

⑤ 

① 
② 

③ 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑧ ⑨ 

① 
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＜操作手順＞ 

① 出力する対象の帳票名称の一覧が「チェックリスト出力」に表示されます。出力したい帳票 

をチェックします。 

② 金額系チェックリストには、入力画面設計で設定した定義 ID単位で出力できます。 

③ トータルチェックリストでは出力ファイル（PDF ファイル,MS Excel 2003以前（*.xls）,MS Excel 

2007以降（*.xlsx））を選択して、帳票を出力することができます。 

④ 「出力条件」にて、出力日時指定、表示順、出力対象者の絞込みができます。 

⑤ 対象者検索（チェックリストに出力する対象者の絞込み）することが可能です。 

⑥ 「①」～「⑤」が完了したら画面下部にある「作成」ボタンを押下します。 

⑦ 「⑥」にて、作成指示された帳票が「ダウンロードチェックリスト一覧」にて表示されます。 

ステータスが「正常終了」した帳票は、ダウンロード可能となります。 

⑧ ステータス状況を更新したい場合には、「再読込」ボタンを押下してください。 

⑨ 作成した帳票を削除したい場合には、「ダウンロードチェックリスト一覧」より削除したい帳票

を選択し、「削除」ボタンを押下してください。 

 

※ 作成したチェックリストは、作成日を含め３日間ダウンロードが可能です。 

※ ユーザ単位に作成されるため、他のユーザが作成したリストは参照できません。  

 

＜チェックリスト出力例＞ 
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4.5.  計算指示（仮処理） 

4.5.1. 仮処理実施 

 『給与計算』⇒『給与』「計算指示」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「仮処理指示」ボタンを押下すると、「引き続き伝送処理を行いますか？」というメッセージ

が表示されますので「はい」を押下後、弊社にデータが送信され計算処理を行います。 

＊「仮処理指示」ボタンを一度押すと、３分間は再度押すことはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「再表示」ボタンを押下し、ステータス（★）が「入力中」→「仮処理実施中」となれば、 

送信完了です。 

仮処理計算後、仮処理結果が弊社より送信され、自動的にデータを取り込みます。 

仮処理結果データの確認は結果確認画面にて行います。 

 

（★） ステータスについて 

 入力中           →  仮処理指示ボタンを押していない状態 

 仮（本）処理実施中  →  仮（本）処理実施ボタンを押し、計算が行われている最中  

 仮（本）処理反映    →  仮（本）処理結果が反映されている状態 

② 

 ① 

③ 

④ 
※１ 

人事連携について 

「仮処理指示」を押下する前に、「4.1 支給日登録」画面の「人事連携」を押下いただくと、 

常に最新の人事情報をもとに仮処理を行うことができます。 

 

※２ 

★ 
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③ 「仮処理指示」ボタンを押下した際、仮処理指示前全量チェックが行われます。該当者が

いると各種リストが出力されます。各種リストが出力されても、④のエラーがなければ仮処

理は実施されています。 

各種リストの内容を確認後、必要に応じて修正し、再度「仮処理指示」ボタンを押下してく

ださい。（内容を確認し問題なければ対応は不要です） 

 

（※１）仮処理指示前全量チェックのサンプル 

 例１：年齢到達者リスト 

 

 「年齢到達者リスト」が出力された場合、以下をご確認ください。 

到達年齢

（A 列） 

当月徴収のお客様の場合 

該当の社員を確認し問題なければ対応不要 

翌月徴収のお客様の場合 

 該当の社員確認し問題なければ対応不要 

当月 40 歳 40 歳になったので介護保険の徴収が今月より開始

されました 

40 歳になったので介護保険の徴収が翌月より開始

されます 

当月 65 歳 65 歳になったので介護保険の徴収が今月で終了し

ました 

65 歳になったので介護保険の徴収が翌月で終了し

ます 

当月 70 歳 70 歳になったので厚生年金保険の徴収が今月で終

了しました 

70 歳になったので厚生年金保険の徴収が翌月で終

了します 

当月 75 歳 75 歳になったので健康保険の徴収が今月で終了し

ました 

75 歳になったので健康保険の徴収が翌月で終了し

ます 

 

  例２：銀行・支店番号エラーリスト 

「銀行・支店番号エラーリスト」が出力された場合、対象者の口座情報を確認し、『振込口座情報』

より修正してください。振込情報が未訂正の場合、当該従業員の振込データは作成されません

ので、速やかに訂正をお願いします。なお、「銀行・支店番号エラーリスト」が出力されても、仮処

理は実施できています。 

 

※「銀行・支店番号エラーリスト」は前回の本処理結果をチェックしているため、修正後、再度仮

処理を実施しても「銀行・支店番号エラーリスト」は出力されます。 

「銀行・支店番号エラーリスト」に表示されなくなるタイミングは、次月の仮処理実施時です。 

 

仮処理でも、振込金額のある方に同様のチェックを行っています。 

結果メッセージに「E301 振込支店番号は支給日現在 廃店となっています」と出ている場合、

正しく訂正できておりませんので、登録内容の見直しをお願いします。 
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 例３：市区町村エラーリスト 

 

 

 

「市区町村エラーリスト」が出力された場合、対象者の市区町村コードを確認し、必要があれば

『給与基本情報』の「市区町村（徴収）」を修正してください。内容に問題なければ対応不要です。 

修正後、再度仮処理を実施し、出力対象が存在しなくなるとエラーリストは出力されません。（画

面から表示が消えます） 

なお、「市区町村エラーリスト」が出力されても仮処理は実施できています。 

 

 

＜注意＞ 

仮処理指示前全量チェックで作成される各種リストは、修正の結果、出力対象が存在しな

くなっても表示されたままです。 

なお、各種リストは作成日を含め４日目には自動で消えます。 

よって、必要なお客様はダウンロードして、各種リストを保存しておくことをおすすめしま

す。 
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④ 「仮処理指示」ボタンを押下した際、以下のメッセージが表示され「エラーファイル」が出力

されることがあります。その場合、仮処理は実施できておりませんので、「エラーファイル」

にてエラー内容を確認後、修正し、再度「仮処理指示」ボタンを押下してください。    

         

 

 

 

 

 

 

（※２）エラーファイルのサンプル 

 

 

 

 

 

エラーファイルに出力された方について、以下対応をしてください。 

メッセージ 対応方法 

振込口座情報が未入力です。 『給与計算』⇒『給与』「振込口座情報」をご入力ください。 

・支給がなくても、処理対象であれば登録は必要です。 

  例）6/1 入社、6/15 賞与は支給なし、6/25 給与が初回支給 

   連携開始年月日：20xx/06/01 

→賞与の支給はなくても、賞与処理で口座の登録が必要。 

   連携開始年月日：20xx/06/25 

→6/15賞与に連携されないので、賞与処理でエラーは出ない。 

・現時点では口座情報が不明な場合、「給与口座１」「支給区分」を「３：全額現金」で 

登録することで、仮処理が実施できます。 

仮処理を実施後に、必ず正しい振込口座情報を登録し直してください。 

給与基本情報が未入力です。 『給与計算』⇒『給与』「給与基本情報」の「税表区分」をご入力ください。 

所属コードが未入力です。 『人事管理』⇒『人事』「発令」「発令項目」の「02 所属」をご入力し、「人事連携」（支給

日登録画面）を実施してください。 

 

＜注意＞ 

「エラーファイル」は、仮処理が正常に実施できた場合も表示されたままですが、ステータ

ス（★）が「仮処理実施中」であれば、仮処理は実施されています。 

なお、「エラーファイル」は作成日を含め４日目には自動で消えます。 
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4.6.  計算結果確認（仮処理） 

   『給与計算』メニューのメインページに処理結果状況が表示されます。 

       仮処理結果は、仮処理当日であれば全ての仮処理結果が見られますが、翌日になる      

    と最新の結果２つを残して古いものから自動で消えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.6.1. 結果メッセージ 

  『給与計算』⇒『給与』「結果メッセージ」 

結果確認では、まず結果メッセージを確認します。結果メッセージにてエラーや警告の 

メッセージが表示されますので、エラーや警告に対してデータを訂正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「一覧出力」ボタンを押下することで、表示されているデータを Excelファイルに出力可能 
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・エラーメッセージ一覧 

【エラーメッセージ一覧（給与）】

エラー
コード

出力メッセージ エラー出力条件 エラー対応等（※印はそのまま処理出来ます）

Ｅ００１ フォーマットエラー：…
項目について、書式通りにデータが
登録されていない

手引書確認の上、正しくご登録ください

Ｅ００３ 契約エラー：… 実行処理が契約対象外 弊社までご連絡ください。

Ｅ００４ 休みエラー:… 支給年月日が銀行営業日以外 支給年月日を銀行営業日に訂正してください

Ｅ１０１ 関連エラー：… 項目間のつじつまが合っていない 該当項目について修正してください

Ｅ１０２ 銀行エラー：… 振込関連項目にエラーあり 該当項目について修正してください

Ｅ１０３ 市区町村コード存在エラー：… 登録されている市区町村コードが存在しない登録のある市区町村コードに訂正してください

Ｗ００１ 警告エラー：…
表示されている項目間でつじつまの合わな
い登録がされている

※該当項目について修正してください

Ｗ００２ 土曜日チェック：… 支給年月日が土曜日になっている ※登録ミスの場合は、訂正してください。

Ｗ００３ 休職エラー：…
休職理由と固定金額が同時に
登録されている

※いずれかを正しく修正してください

Ｗ２０２ 差引支給額がマイナスです 差引支給額＜０ ※支給額および控除額を再度ご確認ください

Ｗ００１
市町村コード（地方税徴収）／
住民税

市町村コード（地方税徴収）に登録がなく、
住民税の金額を変更した場合

※市町村コード（地方税徴収）に登録してください

Ｗ００１ 市町村コード（現在）／住民税
市町村コード（現在）に登録がなく、
住民税の金額を変更した場合

※市町村コード（現在）に登録してください

Ｗ００１
介護保険徴収区分／
健保月額（金額５０１）

介護保険徴収フラグが’０’なのに
健保月額登録がある

※健保月額を削除して下さい

Ｗ００１
厚生年金徴収区分／
厚年月額（金額５０２）

厚生年金徴収フラグが’０’なのに
厚年月額登録がある

※厚年月額を削除して下さい

Ｗ００１ 税表区分／控除対象配偶者
税表区分が乙欄で控除対象
配偶者の登録がある

※配偶者の登録を削除して下さい

Ｗ００１ 税表区分／一般扶養人数
税表区分が乙欄で一般扶養
人数の登録がある

※一般扶養人数を削除して下さい

Ｗ００１
金額／在職区分／
退職後支給フラグ

今回既退職者に金額報告があるが
退職後支給フラグの登録がない

※金額を削除するかフラグを登録して下さい

Ｗ００１
金額／退職年月日／
退職支給有無フラグ

今回退職日と退職即支給停止フラグの
入力があるが、金額項目にも報告がある

※金額を削除するかフラグを削除して下さい

Ｗ００３ 休職理由／固定金額
休職理由が’００’以外であるが
固定金額の報告がある

※金額を削除するか休職理由を’００’にして下さい

Ｘ００１
（エラー）コントロール項目１
（年間所定労働日数）に
不備があります。

コントロール項目１に数字以外の
文字の報告がある場合。

該当項目について報告してください。（エラー）

Ｘ００２
（エラー）コントロール項目２
（月間所定労働日数）に
不備があります。

コントロール項目２に数字以外の
文字の報告がある場合。

該当項目について報告してください。（エラー）

Ｘ００３
（エラー）コントロール項目３
（月間所定労働時間）に
不備があります。

コントロール項目３に数字以外の
文字の報告がある場合。

該当項目について報告してください。（エラー）

Ｘ００９
（警告）出勤日数が５日以下で
す。日割支給額を計算しま
す。

欠勤日数による日割日数計算の結果、
５日以下の場合。

月間所定労働日数・欠勤日数を確認して下さい。
（警告）

Ｄ
Ｃ
Ｓ
設
定

個
別
設
定

 

※エラーコード「Ｅ×××」 ・・・ 表示されなくなるまでデータ修正し、仮処理で再確認する。 

                     （エラー中は該当者の当月の入力内容が反映できません） 

※エラーコード「W×××」 ・・・ 内容確認後、修正の必要がなければ無視可能。 

※個別設定「Ｘ×××」「Ｙ×××」 ・・・ お客様ごとに異なるメッセージ。（上記はサンプル例） 
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4.6.2. 結果画面設計 

給与計算の結果を確認する「計算結果情報」画面に表示する項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「対象選択」より、「金額」を選択します。（「属性」では人事項目の設定が可能です） 

② 「結果画面設計一覧」画面を開き、新たに定義を作成したい場合は「追加」ボタンを、作成

した定義を編集したい場合は「編集」ボタンを押下してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「結果画面設計登録」画面が表示されたら、定義 ID、定義名を入力してください。 

④ 項目一覧の中から必要となる項目を選択し、 を押下してください。選択した項目が画面

設計項目欄に表示されます。画面設計項目欄から削除したい場合は、画面設計項目内

の項目を選択し、 を押下してください。また、 、 、 、 を押下することで、選択

した項目の表示順を上下に移動させることが可能です。 

⑤ 必要な項目の入力が完了したら、「更新」ボタンを押下してください。更新が完了したら、

「結果画面設計一覧」画面が表示されますので、一覧に登録内容が反映されていることを

確認してください。 

⑤ 

③ 

④ 

① 

② 

② 



 

49 

 

 

4.6.3. 計算結果情報 

計算結果の金額を「計算結果情報」画面から確認できます。（１０人ずつ表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.6.4. 支給明細情報 

計算結果を支給明細書形式で表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 計算結果を一覧で確認したい場合は、「PoC 操作講習会資料２」「１．『外部出力』メニュー」

でエクセルでの確認が可能です。 
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4.6.5. 源泉徴収票（月次退職）  

  月次退職者分の源泉徴収票が確認できます。 

 （年末調整時以外の年末調整対象者も確認できます） 

 

4.6.6. 源泉徴収票（年末調整） 

  年末調整時の源泉徴収票が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「PDF 出力」ボタンを押下すると、

PDFにて出力することができます。 

 

  

 

※ PROSRV on Cloud から出力する 

「源泉徴収票」に個人番号は印字されません。 
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4.6.7. 項目対比 

これまでに処理した仮処理、本処理の中から 2 つの結果データを項目別に比較し、項目別合

計金額とデータ登録人数を表示します。 

※今回の計算対象者（計算対象区分＝１）が、比較対象です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「項目対比選択」画面を開き、対象を「属性」「金額」のいずれかを選択します。 

② 定義 IDを選択します。 

(ここで表示される定義 IDは「結果画面設計」で定義したものが表示されます) 

③ 比較したい結果を一覧から２つ選択し、チェックボックスにチェックを付けてください。 

④ 選択が完了したら、画面左下の「選択」ボタンを押下してください。選択した２つの結果で

の差分が「項目対比結果」に表示されますので、ご確認ください。 

  

① 
② 

③ 

④ 
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項目対比結果画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「明細」ボタンを押下すると、該当項目で個人毎に差分を確認することができます。 

※差分のあった人のみ表示されます。 

⑥ 「一覧出力」ボタンを押下すると、表示されているデータを Excelファイルに出力することが

可能です。出力したい行にチェック後「一覧出力」ボタンを押下してください。 

⑦ 「明細一括出力」ボタンを押下すると、チェックボックスにチェックされた項目の個人明細を

一括で外部出力することが可能です。 

 

  

⑤ 

 

⑤ 

⑥ 

 

  

 

⑦ 

⑥ 

⑥ 
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4.7.  計算指示（本処理） 

  『給与計算』⇒『給与』「計算指示」 

4.7.1.  本処理実施 

「給与計算年間スケジュール」の「IN」の日（次ページ参照）に、「本処理指示」ボタンを押下して、

本処理データの送信を実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「本処理指示」ボタンを押下すると、「引き続き伝送処理を行いますか？」というメッセージ

表示されますので「はい」を押下後、弊社にデータが送信され計算処理を行います。 

② 計算後、本処理結果は弊社より送信され、自動的にデータを取り込みます。 

ただし、本処理は、仮処理と違いステータスが「本処理反映」になるのに時間がかかります。

（ＤＣＳ本処理日の翌営業日 AM７:00には、確実に反映されます） 

③ 結果データの確認は結果確認画面にて行います。 

④ 給与計算還元データ（給与明細書・台帳等）は、ＤＣＳ本処理日の翌営業日 AM7:00には

ダウンロードできます。 

なお、紙印刷帳票オプションをご契約のお客様は、給与計算還元資料（給与明細書等）

は、後日お手元に届きます 

 

・「仮処理」は何度でも可能ですが、「本処理」 は原則１回のみの実行となります。 

 

   ※「送付書」の FAX送付は、2021年 10月をもって不要となりました。 

     「確認書」の作成は任意です。 

 

 

 

  

② 

① ※ 
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＜「給与計算年間スケジュール」 サンプル＞ 

「給与計算年間スケジュール」は、PROSRVお客様サイト＞ユーザメニュー＞処理スケジュール＞

給与計算年間スケジュールより、ダウンロード可能です。 

スケジュールの日程を変更される場合は、お手数ですが速やかに給与チーム宛へお電話でご連

絡ください。変更内容は、通常 1～2営業日ほどで反映されますが、多少お時間がかかる場合もご

ざいますのでご了承ください。 

 

 

・IN ・・・ お客様にて、「本処理指示」を実施する日 

（前頁の「4.7.1. 本処理実施」を行う日） 

      なお、送信は PROSRVが稼動しております２２：００まで可能ですが、DCS業務時間内の

１７：３０までに行うことをお勧めいたします。 

 

 ・本処理 ・・・ ＤＣＳ本処理日：DCSにて本処理を実施する日 

  

・PAY ・・・ 給与支給日 

 

 ※翌年スケジュールは毎年 11月 1日に公開予定です 
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4.8.  計算結果確認（本処理） 

4.8.1. 結果メッセージ 

結果確認では、まず結果メッセージを確認します。結果メッセージにてエラーや警告の 

メッセージが表示されますので、内容を確認してください。 

 

『給与計算』⇒『給与』「結果メッセージ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「一覧出力」ボタンを押下すると、表示されているデータを Excelファイルに出力することが可

能です。 

 

4.8.2. 計算結果情報 

計算結果の金額を「計算結果情報」画面から確認できます。 

（過去の計算結果もこちらより確認できます） 
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4.8.3. 支給明細情報 

計算結果を支給明細書形式で表示します。 

（過去の計算結果もこちらより確認できます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.8.4.  『その他』⇒『外部出力』『電子帳票』 

   『外部出力』「データ出力」「固定帳票出力」、『電子帳票』「電子帳票」より、各種データ、各種

帳票の出力が可能です。 

  ※詳細は『PROSRV on Cloud 操作講習会資料 2』を参照 

『その他』⇒『外部出力』「データ出力」「固定帳票出力」 
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『その他』⇒『電子帳票』「帳票ダウンロード」 

 

 

4.8.5. 本処理給与計算結果還元資料の到着（紙帳票印刷オプションのご契約がある場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


